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オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
は
お
お
む

ね
、
歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
私
も
プ
ラ
ハ
演
説

以
来
、
具
体
的
な
核
廃
絶
の
動
き
を
示
さ
な

い
大
統
領
が
、
退
任
前
に
何
ら
か
の
具
体
的

な
提
案
を
す
る
の
で
な
い
か
と
ひ
そ
か
に

期
待
を
し
て
い
た
。 

 

       

し
か
し
、
全
く
期
待
を
裏
切
ら
れ
、
憤
り

さ
え
感
じ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
で
大
統
領
演
説

冒
頭
の
「d

e
a

th
 fe

ll fro
m

 th
e
 sk

y

」
を

聞
い
て
擬
人
化
さ
れ
た
原
爆
の
表
現
に
怒

り
心
頭
。
国
際
世
論
は
核
兵
器
の
非
人
道
性

を
認
め
、
核
兵
器
禁
止
条
約
制
定
に
向
け
て

具
体
的
な
交
渉
の
開
始
を
求
め
て
い
る
が
、

演
説
全
体
は
極
め
て
一
般
論
で
、
核
廃
絶
の

具
体
的
な
決
意
も
示
さ
れ
ず
、
安
倍
首
相
の

所
感
を
含
め
、
日
米
の
核
抑
止
論
の
域
を
出

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

広
島
在
住
の
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
に
反
対

す
る
医
師
の
会
）
の
会
員
か
ら
の
情
報
に
よ

る
と
、
岩
国
基
地
で
大
統
領
は
海
兵
隊
と
自

衛
隊
三
〇
〇
〇
人
を
前
に
、
「
日
米
同
盟
は

こ
の
地
域
や
世
界
の
安
定
に
欠
か
せ
な
い
、

繁
栄
の
基
礎
だ
。
広
島
訪
問
で
元
敵
対
国
が

単
に
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
親
友
、

最
強
の
同
盟
国
に
な
れ
る
」
と
述
べ
た
そ
う

だ
。
こ
れ
が
本
意
か
も
し
れ
な
い
。 

五
月
二
八
日
読
売
新
聞
（
電
子
版
）
に
よ

る
と
、
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
前
で
も
、
大
統

領
に
帯
同
し
た
軍
人
の
足
元
に
は
黒
い
鞄 

                             

1面  オバマ大統領は広島に何をしに来たのか？ 

                  白﨑良明 

2面  オバマ大統領 ヒロシマ訪問の日に 

                  原 和人 

    非核石川の会第 28回総会を開催 

 

 

             

    

    

3面  2016年平和行進 各自治体に協力要請 

   原水爆禁止世界大会への代表派遣を！ 

4面  被爆二世のつどい・報告 

   核戦争を防止する石川医師の会総会・報告 

5面  市民連合大集会／山口二郎さん講演要旨 

  

6面  会員リレーエッセー：小牧純爾、島隆雄 

7面  独標より：新顔番号カード  新保美恵子 

    編集室より 

8面  被爆者が描いた体験画展     中田喜重          

    絵手紙コーナー       坂本朋子 
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 2016 年 6 月 20 日 月刊第 215 号 発行／非核の政府を求める石川の会 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

 

オ
バ
マ
米
大
統
領
は 

広
島
に
何
を
し
に
来
た
の
か
？ 

白
﨑
良
明 

 

米国大統領の「黒い鞄」を報道するＴＢＳテレビ 

 
 

初
の
選
挙
権
の
行
使
は
七
五
年
。 

四
一
年
前
の
学
生
時
代
に
、
練
馬
の 

投
票
所
で
投
票
し
た
。
渦
中
と
同
じ 

都
知
事
選
だ
っ
た
。
誰
に
入
れ
た
か 

も
明
白
に
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
そ

の
権
利
を
自
ら
放
棄
し
た
記
憶
は
な
い
▼
振

り
返
れ
ば
選
挙
の
度
に
色
々
と
そ
の
位
置
づ

け
が
語
ら
れ
る
が
、
今
回
参
院
選
は
殊
の
ほ

か
特
別
で
、
三
〇
年
に
一
度
の
重
要
性
を
帯

び
る
▼
退
職
を
機
に
ご
無
沙
汰
し
て
い
た
旧

友
を
廻
っ
て
思
う
こ
と
は
、
人
の
意
識
の
変

遷
で
あ
る
。
正
義
感
に
溢
れ
理
想
に
燃
え
て

い
た
若
者
が
、
様
々
な
経
緯
を
経
て
辿
り
着

い
た
現
在
の
意
識
。
そ
の
在
り
様
を
容
易
く

批
判
す
る
気
は
な
い
▼
た
だ
私
は
、
そ
の
時

代
の
諸
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
、
苦
悩
し
な

が
ら
歩
み
続
け
た
か
否
か
が
、
隙
間
を
生
じ

さ
せ
る
と
感
じ
た
。
意
識
と
は
、
そ
の
人
の

選
び
取
り
の
集
積
結
果
の
反
映
で
あ
ろ
う
▼

『
威
張
ら
ず
媚
び
ず
流
さ
れ
ず
』、
常
に
人
の

弱
さ
と
〝
た
た
か
い
〟
つ
つ
生
き
る
こ
と

が
、
怠
け
た
が
る
意
識
を
眠
ら
せ
な
い
唯
一

の
生
き
方
で
あ
ろ
う
▼
青
春
の
苦
悩
の
克
服

の
経
験
は
、
何
十
年
経
っ
て
も
意
識
を
若
返

ら
せ
、
歴
史
を
前
進
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
化
し
う
る
。
そ
の
覚
醒
は
「
現
実
主
義
と

の
た
た
か
い
」
に
新
た
な
地
平
を
作
り
出
す

こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
成
し
得
る
こ
と
で

は
あ
る
が
、
早
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

（
中
） 
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が
置
か
れ
て
い
た
。
鞄
は
「
核
の
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
機
密
装
置
で
、
大
統
領

が
米
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
核
攻
撃
を
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
認
証
コ
ー
ド
で
身
元
を

確
認
し
、
国
防
総
省
の
軍
事
指
揮
セ
ン
タ
ー

と
の
連
絡
を
取
り
、
「
一
撃
で
米
国
の
全
て

の
敵
を
破
壊
」
、「
特
定
の
都
市
を
消
失
さ
せ

る
」
と
い
っ
た
攻
撃
手
法
を
選
べ
る
そ
う
だ
。 

こ
の
二
月
と
五
月
に
は
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
の
達
成
と
維
持
の
た
め
の
勧
告
意
見

を
今
秋
の
国
連
総
会
に
提
起
す
る
国
連
作

業
部
会
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
が
、
日

米
両
国
は
参
加
し
た
が
、
時
期
尚
早
だ
と
反

対
意
見
を
述
べ
た
。 

今
、
最
も
重
要
な
の
は
核
廃
絶
に
向
け
て

の
国
際
的
世
論
の
結
集
だ
ろ
う
。
こ
の
四
月 

              

か
ら
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の

呼
び
か
け
で
二
〇
二
〇
年
に
向
け
、
核
兵
器

を
禁
止
し
廃
絶
す
る
条
約
の
締
結
を
求
め

た
国
際
署
名
が
開
始
さ
れ
た
。
今
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
で
応
え
た
い
。 

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会 

代
表
世
話
人
） 

 

オ
バ
マ
大
統
領 

ヒ
ロ
シ
マ
訪
問
の
日
に 

原 

和
人 

 

 

オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問
し
た
。
現

職
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問
し

た
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
心
か
ら
歓
迎
し

た
い
。 

              

彼
は
、
「
空
か
ら
死
が
舞
い
降
り
た
」
と

述
べ
た
。
彼
が
、
文
学
者
だ
っ
た
ら
、
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
だ
。
で
も
、
彼
は
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
と
い
う
政
治
家
だ
。
誰
が
原
爆

を
落
と
し
た
の
か
知
っ
て
い
る
。 

 

彼
は
、
戦
争
の
愚
か
さ
を
説
い
た
。
闘
い

で
は
な
く
、
話
し
合
い
が
大
切
だ
と
。
彼
が
、

哲
学
者
だ
っ
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ

だ
。
で
も
、
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と

い
う
政
治
家
だ
。
戦
後
の
ほ
と
ん
ど
の
戦
争

に
、
ア
メ
リ
カ
が
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ

て
い
る
。 

 

彼
は
、
「
核
の
な
い
世
界
」
を
実
現
す
べ

き
だ
と
訴
え
た
。
プ
ラ
ハ
で
は
、
「
自
分
の

生
き
て
い
る
う
ち
に
は
実
現
し
な
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
」
と
述
べ
た
。
広
島
で
は
、

せ
め
て
「
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
」
と

宣
言
し
て
ほ
し
か
っ
た
。 

 

彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と
い
う
政
治

家
だ
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
て
い
る
核
兵

器
禁
止
条
約
の
作
業
部
会
に
、
ア
メ
リ
カ
が

ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の
を
指
示
し
て
い
る
の

は
、
彼
自
身
で
あ
る
の
に
。 

（
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
常
任
世
話
人
） 

 

（
編
集
部
よ
り
）
上
記
の
故
清
水
正
明
医
師

の
被
爆
絵
画
一
三
点
は
、
輪
島
市
教
育
委
員
会

が
所
蔵
し
て
お
り
、
本
紙
に
連
載
し
ま
し
た
。 

 

輪
島
市
は
毎
年
八
月
に
こ
の
「
広
島
原

爆
・
被
爆
絵
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

第
二
八
回
総
会
を
開
催 

  

総
会
は
六
月
一
一
日
、
近
江
町
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
か
れ
、
第
一
部
の
総
会
記
念
講
演
は
、

石
川
県
宗
教
者
平
和
協
議
会
理
事
長
の
河

﨑
俊
栄
さ
ん
が
『
宗
教
者
と
核
兵
器
廃
絶
運

動
』
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
平
和
の
祈
り
を

行
動
の
波
に
変
え
る
宗
教
者
平
和
協
議
会

の
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
役
割
を
、
自
ら
の

歩
み
と
重
ね
な
が
ら
詳
し
く
お
話
さ
れ
、
参

加
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

＊ 
 
 
 

＊ 

第
二
部
の
総
会
議
事
に
先
立
ち
、
本
会
の

井
上
英
夫
代
表
世
話
人
の
挨
拶
の
後
、
納
口

清
隆
原
水
爆
禁
止
石
川
県
協
議
会
代
表
理

事
、
西
本
多
美
子
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の

会
会
長
、
佐
藤
正
幸
県
議
会
議
員
が
来
賓
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
尾
西
洋
子
さ
ん

を
選
出
し
進
行
し
ま
し
た
。 

総
会
議
事
で
は
、「
会
務
報
告
」「
財
務
報

告
」
「
役
員
改
選
」
と
も
提
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

（
中
村
昭
一
） 

◎
二
〇
一
六
年
度
活
動
方
針
の
要
点
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。 

   

 

８月６日 午前８時１５分少し前、相生橋の上を

１台の軍用自動車が走っていた。その後から荷馬車

が１台、そして歩道には仕事に急ぐ人々がいた。 

ピカ・・・ドン・・・一瞬 人も馬も車も橋も世

の中すべてが青白い閃光の中に消えてしまった。そ

して車はペシャンコになり、馬も人も川の中に叩き

込まれていた。やがて空中高く吹きとばされた人間

が空から降って来た。 

 

故
清
水
正
明
医
師
の
被
爆
絵
画
シ
リ
ー
ズ
⑬
再
掲 

 

相
生
橋
八
時
十
五
分  

人
が
降
る 
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原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進 

県
内
各
自
治
体
へ
協
力
要
請 

内
藤
晴
一
郎 

 

 

今
年
の
国
民
平
和
大
行
進
の
県
内
自
治

体
へ
協
力
要
請
を
五
月
一
六
日
か
ら
一
九

日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
訪
問
は
、
石

川
県
通
し
行
進
者
の
奥
護
さ
ん
、
神
田
順
一

非
核
石
川
の
会
事
務
局
長
、
池
田
治
夫
石
川

県
原
爆
被
災
者
友
の
会
事
務
局
長
、
内
藤
晴

一
郎
原
水
爆
禁
止
石
川
県
協
議
会
事
務
局

長
の
訪
問
団
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
訪
問
は
国
民
平
和
大
行
進
と
原
水 

 

 

爆
禁
止
世
界
大
会
の
成
功
の
た
め
、
協
力
金
、

ペ
ナ
ン
ト
、
被
爆
者
が
呼
び
か
け
た
核
兵
器

廃
絶
国
際
署
名
、
被
爆
者
援
護
連
帯
募
金
、

首
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
平
和
行
政
、
原
爆
展
開

催
等
を
自
治
体
に
要
請
す
る
こ
と
で
し
た
。 

 

す
べ
て
の
自
治
体
で 

「
原
爆
と
人
間
展
」
の
開
催
を 

今
年
の
重
点
は
、
「
原
爆
と
人
間
展
」
の

未
開
催
六
自
治
体
に
開
催
を
要
請
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

「
原
爆
と
人
間
展
」
パ
ネ
ル
を
三
セ
ッ
ト

用
意
し
、
未
開
催
の
自
治
体
に
お
預
け
し
、

行
進
団
が
訪
問
す
る
ま
で
に
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
六
月
に
平
和
行
進
団
が
訪
問
し
た

と
き
に
返
却
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

穴
水
町
、
能
登
町
で
は
快
く
受
け
取
っ
て

い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

珠
洲
市
は
一
応
預
か
っ
て
、
検
討
す
る
と
い

う
お
返
事
で
し
た
。
羽
咋
市
、
宝
達
志
水
町

は
パ
ネ
ル
が
な
い
た
め
、
平
和
行
進
後
の
機

会
に
開
催
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

同
行
し
て
い
た
池
田
さ
ん
が
、
パ
ネ
ル
を

も
う
一
セ
ッ
ト
用
意
で
き
る
と
の
こ
と
で
、

翌
日
、
川
北
町
に
要
請
し
、
開
催
の
了
解
を

得
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
年

中
に
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
「
原
爆
と
人
間

展
」
が
開
催
で
き
そ
う
で
す
。 

 

 

県
内
全
自
治
体
が 

平
和
首
長
会
議
に
加
入
へ 

 

も
う
ひ
と
つ
の
重
点
は
、
私
た
ち
が
長
年

取
り
組
ん
で
い
る
平
和
首
長
会
議
の
加
盟

促
進
で
す
。
非
核
石
川
の
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
取
材
活
動
を
通
じ
て
、
こ
こ
数
年
で
加
入

自
治
体
が
着
実
に
増
え
、
未
加
入
は
加
賀
市
、

能
美
市
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
訪
問
で
は
加
賀
市
、
能
美
市
と
も

今
年
度
中
に
加
入
の
意
向
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
県
内
全
自

治
体
の
加
入
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
オ
バ
マ
米
国
大

統
領
が
被
爆
地
・
広
島
を
訪
問
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
「
二
〇
一
六
年
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
」
パ
ン
フ
が
好
評
で
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
総
務
課
長
、
議
会
事
務
局
長
が
購
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。
志
賀
町
で
は
一
〇
部
、
能

登
町
で
は
五
部
購
入
さ
れ
、
全
部
で
五
五
部

普
及
で
き
ま
し
た
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
、
平
和
行
進
と
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
賛
同
と
協
力
を
約

束
し
て
い
た
だ
き
、
要
請
訪
問
は
大
き
な
励

ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
能
登
町
が
六
月
上
旬
に
計
画
さ
れ

て
い
た
「
原
爆
と
人
間
展
」
は
会
場
の
都
合

に
よ
り
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
原
水
爆
禁
止
石
川
県
協
議
会
事
務
局
長
） 

 二
〇
一
六
年 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に 

非
核
石
川
の
会 

代
表
派
遣
を
！ 

派
遣
費
用
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す 

 

広
島
と
長
崎
で
原
爆
投
下
さ
れ
て
七
一

年
目
の
夏
、
『
核
抑
止
論
』
を
超
え
て
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
の
世
界
大
会
は
広
島
で
開
催 

八
月
四
日
（
木
）
開
会
総
会 

八
月
五
日
（
金
）
分
科
会
／
動
く
分
科
会 

／
フ
ォ
ー
ラ
ム 

八
月
六
日
（
土
）
閉
会
総
会 

の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

石
川
県
代
表
団
と
し
て
参
加
し
ま
す
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い
。 

 

代
表
派
遣
費
用
の
募
金
の
お
願
い 

代
表
派
遣
に
必
要
な
費
用
は
約
六
万
円

で
す
。 

郵
便
払
込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
任
世
話
人
会 

 

早川彰一野々市市議会議長（右から２人目）と懇談する訪問団 
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《
被
爆
二
世
の
つ
ど
い
》 

「
記
憶
を
語
り
つ
ぐ
た
め
」
に 

被
爆
二
世
の
私
た
ち
に 

何
が
で
き
る
か 

 

五
月
二
二
日
、
松
ヶ
枝
福
祉
館
に
て
石
川

県
原
爆
被
災
者
友
の
会
の
二
世
部
会
結
成

後
四
回
目
と
な
る
二
世
の
つ
ど
い
を
、
今
回

は
平
和
サ
ー
ク
ル
「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」
と

の
共
催
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
記
憶
を
語
り
継
ぐ
た
め
に
、

被
爆
二
世
と
し
て
何
が
で
き
る
か
」
で
、
山

口
被
爆
二
世
の
会
会
長
の
寺
中
正
樹
さ
ん

と
千
尋
さ
ん
夫
妻
を
招
き
、
被
爆
体
験
の
継

承
や
反
原
発
の
取
組
な
ど
の
経
験
を
学
び

ま
し
た
。
「
二
世
手
帳
」
を
自
主
製
作
し
、

や
が
て
行
政
へ
と
移
行
さ
せ
た
実
績
な
ど

 

を
寺
中
さ
ん
が
ほ
ん
わ
か
と
し
た
雰
囲
気

で
語
ら
れ
参
考
に
な
る
お
話
で
し
た
。 

 

石
川
の
会
か
ら
は
、
親
の
被
爆
体
験
を
人

形
劇
で
語
り
つ
ご
う
と
活
動
を
始
め
た
「
か

た
り
つ
ぎ
べ 

平
和
の
た
ね
」
ユ
ニ
ッ
ト
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
〇
人

で
し
た
。 

 

集
い
終
了
後
、
二
世
同
士
の
昼
食
懇
談
会

を
茶
論
「
花
色
木
綿
」
に
会
場
を
移
し
て
交

流
し
ま
し
た
。 

（
池
田
治
夫
） 

 
お
知
ら
せ 

四
歳
で
被
爆
の
西
本
多
美
子
さ
ん 

小
学
生
に
被
爆
体
験
を
話
し
ま
す 

 

・
金
沢
市
諸
江
小
学
校 

 

七
月
二
〇
日
（
水
）
四
、
五
、
六
年
生 

・
金
沢
市
菊
川
小
学
校 

 

七
月
二
三
日
（
土
）
一
、
二
、
三
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

四
、
五
、
六
年
生 

  

広
島
で
被
爆
さ
れ
た
西
本
多
美
子
さ
ん

（
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
会
長
）
が
、

金
沢
市
内
の
小
学
校
二
校
か
ら
招
か
れ
て

自
ら
の
被
爆
体
験
を
児
童
に
お
話
し
さ
れ

ま
す
。 

 

 

 

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会 

第
二
九
回
総
会
を
開
催 

新
し
い
世
代
と
の
共
同
を
進
め
る 

 

五
月
二
二
日
、
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川

医
師
の
会
第
二
九
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

総
会
で
は
、
白
﨑
良
明
代
表
世
話
人
か
ら

二
〇
一
五
年
度
活
動
報
告
と
二
〇
一
六
年

度
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
た
。 

二
〇
一
五
年
度
は
、
白
山
市
の
小
中
学
校

に
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
寄
贈
し
た
こ
と
に

加
え
て
、
二
〇
一
四
年
ま
で
「N

u
cle

a
r 

A
b

o
litio

n
 
D

a
y

」
に
関
連
し
た
企
画
を
開

催
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
国

連
の
定
め
る
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー
」
の

記
念
企
画
と
し
て
、
石
川
県
原
爆
被
災
者
友

の
会
会
長
で
あ
る
西
本
多
美
子
さ
ん
の
被

爆
証
言
を
聞
く
会
を
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
多
く
の
平
和
団
体
の
後
援
を
頂

い
て
開
催
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
安
保
法
制

を
め
ぐ
る
情
勢
の
中
で
多
く
の
市
民
団
体

が
発
足
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
し
い
世
代
と

の
共
同
の
取
り
組
み
が
印
象
的
な
年
で
あ

っ
た
。 

 

二
〇
一
六
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
第
一

に
、
核
廃
絶
に
向
け
た
国
際
的
な
流
れ
は

「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」
を
重
視
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
活
動
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。 

第
二
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か

ら
三
〇
年
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
五
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
核
・
原
子
力
発
電
所
廃
炉
に
向
け
た

活
動
の
企
画
を
検
討
す
る
。 

第
三
に
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
医
学
者
と

し
て
、
憲
法
九
条
を
守
り
、
平
和
の
維
持
の

た
め
の
責
任
を
果
た
す
た
め
の
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
。
こ
の
三
点
を
今
年
度
の
活
動

展
開
に
お
け
る
柱
と
し
て
位
置
づ
け
た
。 

総
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
横
山
加
奈
子
世
話

人
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
構
想
の
実
現

や
核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定
に
向
け
た
国

際
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、

世
界
中
の
市
民
と
と
も
に
医
師
・
歯
科
医

師
・
医
学
者
が
「
核
の
な
い
世
界
」
を
目
指

す
こ
と
を
宣
言
し
た
。 

被
爆
の
実
相
を
後
世
に
伝
え
、
継
承
し
て

い
く
た
め
に
は
、
長
年
の
平
和
活
動
の
中
で

培
っ
て
き
た
力
と
新
た
な
若
い
力
と
の
共

同
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

核
兵
器
の
廃
絶
へ
向
け
、
医
療
者
こ
そ
が
率

先
し
て
平
和
団
体
・
市
民
と
と
も
に
積
極
的

な
活
動
を
続
け
て
い
く
必
要
性
を
再
認
識

す
る
会
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
田
健
志
） 

石川県原爆被災者友の会二世部会が開いたつどい 
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◇
講
演
要
旨
◇ 

 
戦
後
憲
法
体
制
の
危
機
と 

参
議
院
選
挙 

法
政
大
学
教
授 

山
口
二
郎 

 

 

 

  

二
〇
一
五
年
安
保
の
意
義
は 

何
だ
っ
た
か 

憲
法
九
条
が
大
き
な
訴
求
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
二

〇
〇
四
年
に
「
九
条
の
会
」
が
発
足
し
た
と

き
は
正
直
に
い
っ
て
憲
法
九
条
が
無
く
な

っ
て
し
ま
う
危
機
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
s
（
自
由
と
民
主
主
義

の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
）
や
高
校
生
た
ち

が
「
憲
法
守
れ
！
」
と
コ
ー
ル
す
る
時
代
に

な
っ
た
。
政
治
参
加
が
選
挙
や
議
会
の
中
だ

け
で
な
く
、
議
会
外
で
自
分
た
ち
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
に
声
を
出
し
、
実
際
に
多
く
の

人
た
ち
が
国
会
行
動
や
デ
モ
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
気
軽
に
デ
モ
す
る
よ
う
に

政
治
参
加
の
敷
居
が
下
が
っ
た
こ
と
は
、
日

本
の
民
主
政
治
の
大
き
な
前
進
で
あ
る
。 

  

若
者
は
な
ぜ
立
ち
上
っ
た
の
か 

 

彼
ら
は
中
高
生
の
と
き
に
三
・
一
一
を
体

験
し
て
お
り
、
そ
し
て
福
島
原
発
事
故
に
対

す
る
大
人
社
会
（
政
治
）
へ
の
憤
り
＝
公
憤

が
あ
る
。
震
災
・
原
発
被
災
者
へ
の
優
し
さ

と
憤
り
、
こ
の
二
点
が
世
の
中
を
見
る
座
標

軸
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
言
葉
で
語
る
世

代
で
あ
り
、
新
し
い
市
民
的
政
治
文
化
の
誕

生
で
あ
る
。 

 

哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
は
著
書
『
風
土
』
で

次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。 

「
前
者
に
お
い
て
は
公
共
的
な
る
も
の

へ
の
無
関
心
を
伴
っ
た
忍
従
が
発
達
し
、
後

者
に
お
い
て
は
公
共
的
な
る
も
の
へ
の
強 

 

い
関
心
関
与
と
と
も
に
自
己
の
主
張
の
尊

重
が
発
達
し
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
後
者
に

お
い
て
真
に
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。」 

 

忍
従
の
精
神
か
ら
公
共
人
と
し
て
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
が
日
本
に
も
出
現
し
た
。 

 

北
海
道
衆
院
五
区
補
選
の
教
訓 

北
海
道
衆
院
五
区
補
選
の
出
口
調
査
に

よ
る
と
、
支
持
政
党
の
割
合
は
自
民
・
公
明

が
四
九
％
、
民
進
・
共
産
・
社
民
が
二
六
％

で
あ
る
。
従
来
だ
っ
た
ら
無
風
選
挙
だ
が
、

野
党
が
結
集
で
き
た
こ
と
に
よ
り
接
戦
に

持
ち
込
ん
だ
。「
野
党
結
集
vs
自
民
党
」
と

い
う
分
か
り
や
す
い
対
決
構
図
を
描
く
こ

と
が
で
き
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
s
や
安
保
関
連

法
に
反
対
す
る
マ
マ
の
会
な
ど
多
様
な
層

が
政
治
に
参
加
し
た
。
野
党
結
集
に
共
産
党

が
入
る
と
民
進
党
支
持
の
保
守
層
が
離
れ

る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
選
挙
結
果
を

み
る
と
支
持
離
れ
は
起
き
て
い
な
い
。 

一
方
、
野
党
結
集
に
よ
り
自
民
党
、
公
明

党
も
引
き
締
ま
り
、
支
持
層
固
め
を
強
化
し

た
。
政
党
支
持
別
投
票
動
向
で
は
、
各
党
支

持
者
は
九
割
以
上
固
ま
っ
て
い
た
が
、
支
持

な
し
層
（
二
四
％
）
の
う
ち
野
党
統
一
候
補

に
七
割
の
人
が
投
票
し
て
い
る
。
こ
の
支
持

な
し
層
、
無
党
派
層
に
ど
の
よ
う
に
選
挙
に

行
っ
て
も
ら
う
の
か
が
焦
点
で
あ
る
。 

  

 

 

戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ 

今
回
の
補
選
の
投
票
率
は
五
七
・
六
％
だ

っ
た
が
、
こ
れ
を
六
〇
％
台
に
乗
せ
れ
ば
野

党
統
一
候
補
が
勝
利
す
る
可
能
性
が
で
て

く
る
。
六
〇
％
台
に
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。 

全
国
三
二
あ
る
一
人
区
全
て
で
野
党
共

闘
が
実
現
で
き
た
の
は
、
戦
後
政
治
で
も
画

期
的
で
市
民
の
力
が
野
党
を
後
押
し
し
て

実
現
で
き
た
。
野
党
結
集
は
目
的
で
は
な
く
、

戦
い
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。 

投
票
日
ま
で
五
〇
日
余
り
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
知
り
合
い
、

友
人
に
「
選
挙
に
行
こ
う
！
」
「
市
民
が
変

わ
れ
ば
政
治
が
変
わ
る
」
と
声
を
か
け
る
な

ど
多
様
な
政
治
参
加
に
よ
り
、
選
挙
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
。 

◎
本
稿
は
五
月
二
九
日
、
石
川
県
教
育
会
館

ホ
ー
ル
で
の
山
口
二
郎
氏
の
講
演
要
旨
の

一
部
（
後
半
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
）
で

す
。
主
催
は
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義

の
回
復
を
求
め
る
！
い
し
か
わ
市
民
連
合
。 

5 月 29 日、いしかわ市民連合大集会＆デモに 

参加する山口二郎さん（左から２人目） 

多様な政治参加を呼びか

けた山口二郎さん 
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非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

「
人
を
殺
す
こ
と
」
と
心
の
傷 

小
牧
純
爾  

戦
う
こ
と
は
人
間
の
本
能
だ
と
デ
タ
ラ

メ
を
言
う
人
が
い
る
が
、
人
を
殺
し
た
り
、

人
の
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
「
つ
ぶ
さ
に
」
目

撃
し
た
人
が
、
心
に
深
い
傷
を
負
う
こ
と
は

確
か
な
事
実
で
あ
る
。
研
究
者
に
よ
っ
て
推

定
に
幅
が
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
帰
還
し

た
ア
メ
リ
カ
兵
の
一
八
％
か
ら
五
四
％
が

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
つ
ま
り
、
後
ト
ラ
ウ
マ
・
ス
ト

レ
ス
障
害
を
発
症
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
兵
も
ほ
ぼ
同
じ
率
で
障
害
を
こ
う

む
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

人
に
は
殺
人
に
か
か
わ
る
こ
と
を
忌
避

す
る
強
い
「
本
性
」
が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
本
性
に
反
す
る
体
験
は
人
の
心
を
傷
つ

け
、
廃
人
同
様
に
し
て
し
ま
う
。 

心
の
傷
は
殺
人
の
「
直
近
性
」
で
程
度
が

決
ま
る
よ
う
だ
。
自
分
の
手
で
相
手
を
殺
し

た
将
兵
の
心
の
傷
は
一
番
深
い
。
そ
れ
に
く

ら
べ
、
遠
く
か
ら
敵
を
殺
す
砲
兵
や
爆
撃
機

の
搭
乗
員
の
心
の
傷
は
浅
い
。
後
方
で
戦
闘

を
指
揮
す
る
司
令
部
の
将
兵
は
ほ
と
ん
ど

傷
つ
く
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
殺
戮
と
の

直
接
的
な
か
か
わ
り
が
薄
か
っ
た
将
兵
で

も
、
殺
戮
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
を
目
撃
す
る

と
、
強
い
ト
ラ
ウ
マ
を
体
験
す
る
こ
と
に
な

る
。 戦

争
は
死
傷
者
を
生
み
出
す
だ
け
で
な

く
、
生
き
残
っ
た
五
体
満
足
な
将
兵
に
精
神

的
な
障
害
を
与
え
、
廃
人
同
様
に
す
る
リ
ス

ク
を
つ
く
り
出
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
毎
年
二

五
〇
名
以
上
の
帰
還
兵
が
自
殺
し
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

最
近
の
戦
争
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
無
人
戦

闘
機
を
操
っ
て
遠
く
か
ら
攻
撃
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
戦
闘
の
後
方
司
令
部

化
で
あ
る
。
遠
隔
操
作
の
爆
撃
は
、
戦
闘
員

の
モ
ニ
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
無
音
の

爆
発
映
像
と
し
て
現
れ
、
す
ぐ
に
消
滅
す
る

信
号
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
の
爆
撃

地
点
で
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
遺
体
が
散

乱
し
、
黒
焦
げ
遺
体
が
耐
え
が
た
い
匂
い
を

発
し
、
戦
傷
者
の
叫
喚
の
声
が
響
い
て
い
る

は
ず
な
の
で
あ
る
。 

戦
争
の
Ｉ
Ｔ
化
は
、
相
手
か
ら
の
直
接
的

反
撃
を
避
け
る
と
と
も
に
、
攻
撃
さ
れ
た
側

の
惨
劇
を
直
接
に
見
た
り
聞
い
た
り
す
る

機
会
を
な
く
し
、
戦
闘
を
「
遠
隔
化
・
抽
象

化
」
す
る
。 

戦
争
の
本
態
は
人
殺
し
で
あ
る
。
人
殺
し

は
人
の
本
性
に
反
し
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
誘
発
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
帰
還
兵
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

深
刻
な
問
題
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
根
本

的
な
原
因
で
あ
る
戦
争
を
止
め
る
の
が
本

筋
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
化
し
た
攻
撃
は
戦
闘
員
に

「
そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
」
よ
う
に
殺
人
を

犯
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
戦
闘
員
の
「
心

の
平
安
」
は
仮
想
的
で
一
時
的
な
も
の
に
過

ぎ
な
い
。 

戦
争
の
Ｉ
Ｔ
化
に
欺
か
れ
か
ね
な
い
こ

と
で
は
、
私
た
ち
も
例
外
で
は
な
い
。
私
た

ち
は
シ
リ
ア
な
ど
、
い
ま
世
界
の
各
地
で
起

こ
っ
て
い
る
む
ご
た
ら
し
い
戦
闘
の
実
態

を
く
わ
し
く
知
る
機
会
を
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
。
国
際
的
な
人
権
団
体
や
勇
気
あ
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
レ
ポ
ー
ト
に
常
に
耳
を
傾

け
て
い
た
い
。 

 

「
母
と
暮
ら
せ
ば
」
を
観
る 島 

隆
雄 

  

広
島
を
舞
台
と
し
て
井
上
ひ
さ
し
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
戯
曲
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
と

対
に
な
る
形
で
山
田
洋
次
監
督
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
映
画
「
母
と
暮
ら
せ
ば
」
が
二
〇

一
五
年
末
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。 

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
で
は
原
爆
の
悲
し
み

を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
く
娘
の
姿
に
勇

気
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
「
母
と
暮
ら

せ
ば
」
で
は
、
お
そ
ら
く
残
留
放
射
能
に
よ

る
原
爆
症
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
母
は
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
あ
の
世
で
息

子
と
再
会
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
死
に

向
か
っ
て
い
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
な

表
現
は
、
印
象
深
く
心
に
残
る
も
の
で
す
。 

亡
霊
と
し
て
母
の
目
の
前
に
現
れ
た
息

子
の
言
葉
は
と
り
も
な
お
さ
ず
母
の
も
う

ひ
と
つ
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

「
原
爆
で
死
ん
だ
の
は
自
分
の
運
命
な
ん

だ
」
と
語
る
息
子
に
対
し
て
、
「
地
震
や
津

波
な
ら
あ
き
ら
め
も
つ
く
け
れ
ど
、
原
爆
は

人
間
が
つ
く
っ
た
も
の
」
、
そ
れ
を
諦
め
る

な
ん
て
と
う
て
い
で
き
な
い
と
否
定
す
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
面
が
い
ち
ば
ん

心
を
打
ち
ま
し
た
。 

長
崎
だ
け
あ
っ
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
母
が
毎
日
キ
リ
ス
ト
に
祈
り
を
捧
げ
る

場
面
が
何
回
も
出
て
き
ま
す
。
宗
派
や
教
義

は
異
な
っ
た
と
し
て
も
、
同
じ
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
上
に
原
爆
を
投
下
す
る
こ
と
に
な
る

の
を
当
時
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
想
像

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
い
ま
し
た
。

合
衆
国
の
と
っ
た
戦
略
は
そ
う
い
う
意
味

で
も
罪
深
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

http://thumbnail.image.rakuten.co.jp/s/?@0_mall/book/cabinet/1520/4988105071520.jpg
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い
ず
れ
に
せ
よ
一
瞬
の
う
ち
に
何
千
何

万
の
人
々
を
殺
傷
す
る
能
力
を
持
つ
核
兵

器
を
な
く
し
、
戦
争
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い
を
強
く
す
る
こ

と
の
で
き
た
映
画
で
し
た
。 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

新
顔
番
号
カ
ー
ド 

新
保 

美
恵
子 

 

 

（
ピ
ー
ッ 

も
う
一
度
や
り
直
し
て
下
さ

い
） 

た
た
み
一
畳
分
の
箱
物 

窓
は
な
い 

ス
マ
ホ
似
の
監
視
カ
メ
ラ
が
二
台 

（
ピ
ー
ッ 

本
人
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
） 

―
―
俺
だ
よ 

俺 

コ
マ
ツ
の
マ
ツ
ゴ
ロ

ウ
だ
よ 

白
髪
混
じ
り
の
顎
髭
メ
ガ
ネ
男
が
叫
ぶ 

（
ピ
ー
ッ 

本
人
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
） 

 

書
留
は
頼
み
も
し
な
い
郵
便
物 

渡
す
側
が
ご
丁
寧
な
ら
ば 

受
け
取
る
側
も
う
や
う
や
し
く
シ
ャ
チ
ハ

タ
を
押
す 

 

財
布
は
カ
ー
ド
だ
ら
け 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
診
察
カ
ー
ド 

安
売
ス
ー
パ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

面
々
で 

膨
れ
上
が
り 

肝
心
要
の
お
札
は
ど
こ
へ
や
ら 

新
顔
番
号
カ
ー
ド
の
入
る
余
地
な
ど 

ど
こ
に
も
な
い 

 

番
号
は
行
儀
が
い
い 

横
一
列
に
あ
る
い
は
縦
一
列
に 

は
み
出
し
た
り
は
し
な
い 

号
令
を
か
け
れ
ば
動
き
出
す 

秘
密
裡
に
振
り
分
け
ら
れ 

当
て
が
わ
れ
た
番
号
も 

ま
た 

 

住
所
氏
名
は
言
わ
な
く
て
も
よ
い 

番
号
を
入
力
す
れ
ば 

（
ピ
ー
ッ 

本
人
確
認
が
で
き
ま
し
た 

合
図
を
指
示
し
ま
す
） 

顎
髭
を
削
り
落
と
し
メ
ガ
ネ
を
は
ず
し
た

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
が
歩
き
出
す 

イ
チ 

ニ 

イ
チ 

ニ 

イ
チ 
ニ 

 《
編
集
室
よ
り
》 

◎
中
部
空
港
に
各
国
の
政
府
特
別
機
が
勢

揃
い
し
た
と
い
う
報
道
を
見
た
が
、
こ
こ
か

ら
一
連
の
「
演
出
」
が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

に
先
立
っ
て
訪
問
し
た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
二

五
日
に
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
―
―
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を

終
え
た
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
現
職
の
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
被
爆
地
、
広

島
を
訪
問
す
る
の
を
前
に
、
山
口
県
に
あ
る

ア
メ
リ
カ
軍
岩
国
基
地
を
訪
れ
、
兵
士
ら
を

前
に
「
私
は
こ
れ
か
ら
広
島
を
訪
れ
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
で
命
を
落
と
し
た

、
、
、
、
、
、
す
べ
て

の
人
を
追
悼
す
る
機
会
に
な
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。
―
―
と
報
道
し
た
。(

傍
点
筆
者) 

日
本
に
は
安
保
条
約
の
も
と
米
軍
が
駐

留
し
、
そ
の
最
高
指
揮
官
で
も
あ
る
米
大
統

領
。
こ
れ
は
定
式
化
さ
れ
た
「
演
出
」
な
の

か
メ
デ
ィ
ア
も
取
り
た
て
て
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
な
い
が
、
米
軍
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た

爆
撃
機
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
広
島
・
長
崎

の
人
々
は
命
を
、
、
落
と
し
た

、
、
、
、
の
で
あ
っ
た
。 

原
爆
発
射
装
置
と
し
て
機
能
す
る
米
軍

基
地
が
導
入
部
と
な
っ
て
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
に
続
く
被
爆
の
追
悼
が
「
演
出
」
さ
れ

た
こ
と
が
悲
し
い
。（
こ
） 

◎
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
は
、
今
年
結
成

三
〇
年
を
迎
え
誓
い
新
た
に
「
国
民
の
み
な

さ
ん
へ
の
訴
え
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

「
核
兵
器
廃
絶
」
は
国
際
政
治
の
目
的
と

し
て
合
意
さ
れ
、
国
連
加
盟
国
の
圧
倒
的
多

数
が
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始

を
求
め
、
核
保
有
国
に
決
断
を
迫
る
状
況
に

あ
る
と
指
摘
。
米
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
機

に
国
際
交
渉
開
始
に
背
を
向
け
て
き
た
態

度
を
改
め
る
べ
き
と
主
張
。 

安
倍
暴
走
政
治
は
急
速
に
矛
盾
と
孤
立

を
深
め
て
お
り
、「
違
憲
の
戦
争
法
は
廃
止
」

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
許
す
な
」
の

声
を
全
国
か
ら
大
き
く
巻
き
起
こ
し
、
今
夏

の
参
院
選
と
次
回
衆
院
選
を
安
倍
政
権
退

陣
の
確
か
な
一
歩
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
全
国
の
会
ニ
ュ
ー
ス
今
号
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。（
平
） 

◎
「
二
〇
一
六
年
度
平
和
事
業
に
関
す
る
自

治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果
」
が
ま
と
ま
り 

ま
し
た
。
本
紙
に
同
封
し
ま
す
。 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果
と
コ
メ

ン
ト
を
非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会

Ｈ
Ｐ
（http:

/
/
hi

k
a
ku

i
s
hik

a
w
a
.
co

m
/

）

に
掲
載
し
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
県

内
各
自
治
体
担
当
課
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
未
加
盟
だ
っ
た
加

賀
市
、
能
美
市
も
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
す

る
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
年
度
内
に
は
県
内

す
べ
て
の
市
町
の
加
盟
が
実
現
し
ま
す
。 

 

今
後
は
、
平
和
首
長
会
議
加
盟
の
〝
量
的

拡
大
か
ら
質
的
向
上
へ
〟
各
自
治
体
に
お

け
る
非
核
・
平
和
施
策
の
拡
充
・
具
体
化
が

課
題
に
な
り
ま
す
。
当
会
で
は
非
核
・
平
和

施
策
の
充
実
を
も
と
め
て
、
各
自
治
体
担
当

課
へ
の
取
材
・
懇
談
や
調
査
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。（
か
） 

http://hikakuishikawa.com/
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 「

被
爆
者
が
描
い
た
体
験
画
展
」
21 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会 

 
 
 

中
田
喜
重 

 

「
電
車
道
の
石
畳
」 

身
内
の
迎
え
を
待
つ
、
無
数
の
骨
、
骨
、

骨
。
身
に
着
け
て
い
た
も
の
は
、
た
っ
た
こ

れ
だ
け
。 

命
を
守
る
は
ず
だ
っ
た
防
空
頭
巾
。 

そ
の
一
滴
が
渇
き
を
癒
し
、
そ
の
命
の
灯

を
消
し
た
水
筒
。 

 

 

広
島 

百
メ
ー
ト
ル
道
路
附
近 

 

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
這
い
出
し
、
な
ん
と

か
火
災
か
ら
逃
れ
て
き
た
人
々
が
、
建
物
の

強
制
疎
開
に
よ
り
で
き
た
百
メ
ー
ト
ル
道

路
ま
で
辿
り
着
い
た
が
、
精
根
尽
き
て
倒
れ

て
し
ま
っ
た
。 

側
を
通
る
人
が
男
な
ら
ば
、
誰
に
向
か
っ

て
も
「
兵
隊
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
、
女
な
ら

ば
「
看
護
婦
さ
ん
」
と
叫
ん
で
水
を
求
め
て

い
た
が
、
水
を
与
え
る
と
死
ん
で
い
っ
た
。 

 

 

 
絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 
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（1997 年 7 月 7日、撮影：中田喜重） 

  

 

月 日 曜 時 内容 場所

6 　　～２４日（金）まで ２０１６年原水爆禁止国民平和大行進・県内行進中 実行委員会発表の日程でご確認を

22 水 12:50 戦争法廃止・昼デモ 金沢市四高記念公園・教育会館前口

7 2 土 10:00
むぎわらぼうし例会
「戦争に翻弄された私の青春」　語り部 蔵野花枝さん

金沢市松ヶ枝福祉館4階集会室

6 水 12:30 核兵器廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵町Mza前

15 金 13:00 沖縄連帯宣伝行動 金沢市武蔵町Ｍｚａ前

24 日 10:00 「反核・平和おりづる市民のつどい2016」 金沢市卯辰山公園 平和の子ら像前広場

29 金 18:30 ２０１６年原水爆禁止世界大会学習と壮行会 金沢市京町勤医協会館

31 日 10:00 2016年いしかわピース９フェスティバル 白山市美川文化会館ホール

8 　３日（水）～１７日（水）
反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
「原爆と人間展」＆「ちひろの平和のパネル」

石川県庁１９階展望ロビー

　４日（木）～６日（土） 2016年原水爆禁止世界大会in広島 広島市

6 土 14:30
医療・福祉問題研究会総会記念講演
(講師　河合克義さん）

石川県社会福祉会館４階中ホール

　８日（月）～９日（火） ２０１６年原水爆禁止世界大会in長崎 長崎市

9 火 12:30 核兵器廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵町Mza前

15 月 13:00 沖縄連帯宣伝行動 金沢市武蔵町Ｍｚａ前

2016年日本母親大会in石川・福井　（詳しくは実行委員会へ０７６－２１６－８０２２）

同上記念講演　いのち輝く平和な沖縄・日本を　講師　島洋子さん＝石川県産業展示館4号館

29 月 18:30 ２０１６年原水爆禁止世界大会報告会 金沢市京町勤医協会館

＊ 祝日は休日としています　＊毎週金曜日18：30　どいね原発アピール行動　金沢駅東口　　

＊ 昼デモ　隔週水曜日に行動

≪非核平和・行事予定≫

 20日（土）～21日（日）


